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　環境経営理念

　環境保全への行動指針

１ ．事業活動において、環境に関わる法律・規制その他公的基準を遵守します。

２ ．主要エネルギーである電力の使用による二酸化炭素の排出量を節減する活動を推進します。

３ ．廃棄ロス率を減らす等廃棄物の発生抑制や水資源の有効利用につとめます。

４ ．お客様の環境負荷軽減に貢献する商品の提供

５ ．環境経営方針は、全社員に周知するとともに、社員の環境に関する意識の向上を図ります。

６ ．定期的な4S活動により、効率よく作業できる職場環境づくりを推進します。

環 境 経 営 方 針

田中　千也

　株式会社コンパックの経営理念である「改革と調和」と経営指針である「変革と挑戦」
「重点目標」「大調和の精神」に則り、本業であるプラスチックフイルムの製袋加工を通じ
て、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　お客様に喜んでいただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供するこ
とが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでま
いります。

代表取締役社長

制定日： 2021年7月1日
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更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社コンパック
代表取締役社長　田中　千也

（２） 所在地
本社・工場 奈良県天理市櫟本町3225番地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 専務 田中　久士 TEL：0743-85-4711
担当者 開発技術部 川島　正則 TEL：0743-85-4711

（４） 事業内容
プラスチックフイルムの製袋及販売

（５） 事業の規模
売上高　（2021年度） 万円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 7 月 1 日 ～ 6 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社コンパック
対象事業所： 本社・工場
活動： 圧縮袋やフイルムバルブを使った製品の製造・販売

□事業や製品（商品）の紹介

組 織 の 概 要

2021年6月9日

14

28,000
本社・工場

2000
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代表者

環境管理 責任者

環境事務局

定例会

・ 環境経営方針の策定・見直し
・ 必要な経営資源を準備
・ 全体の評価と見直し
・ 環境経営計画書承認及び環境経営レポートの承認
・ 環境経営システムの構築、実施、管理
・ 環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・ 環境経営計画書承認及び環境経営レポートの確認
・ 環境活動の取組結果を代表者へ報告
・ 緊急事態対応試行訓練の実施・記録
・ 環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・ 環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・ 環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・ 環境活動の実施集計
・ 環境関連法規等の取りまとめ表の作成及び最新版の管理
・ 環境関連法規等の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・ 環境経営レポートの作成、公開
・ 自部門における環境経営方針の周知
・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・ 自部門に関する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・ 自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・ 自部門の問題点の発見、是正、予防措置の実施
・ 環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・ 決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動への参加

全従業員

環境経営組織及び役割・責任・権限

役割・責任・権限

代表者（社長）

各部署の職長

環境事務局

環境管理責任者
（定例会で審議する）

各部署の職長

社長 田中千也

専務　田中久士

加工衛生管理責任者

全従業員（加工衛生管理者）

営業部 製造課
生産管理課

（加工衛生委員）

品質管理課
（加工衛生管理責任者）
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単位
kg-CO2

ｋｇ

ｋｇ
㎥

※電力の二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh
A0130丸紅新電力0.484　R１年度実績、R3.7.19一部追加・更新

□環境経営目標及びその実績

✕

〇

✕

〇

〇

数値目標：○達成　×未達成
活動：○できた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

13,600

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

デマンド監視

16,064
93% 90%

14,056kg 20,080

97%
㎥ 272

42,620
1,469

0.7
13,600

　

6月9月8月7月
13,872

9,147 14,153

・4S活動の実施 ○

12,637 10,433 10,173

11,462 14,198 11,058

9,867 14,271 11,935

消灯時間の表示

2月1月12月
11,058 9,914

5月4月3月
10,203

11,235

11月10月
12,180 9,625 15,589 11,289 9,968

11,877 10,72912,961

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） 〇

2020年

数値目標（kg-CO2) ✕ デマンド監視を行い、特に作業所内の空調温度の適正化に取り組
みや、休憩時には消灯するなどの呼びかけやステッカーの貼付け
で節電の意識付けなどを行い、生産数量は若干増えたが電気使
用量は抑えることが出来た。電力会社の変更により（kg-CO2)の削
減には至らなかった。今後も取組を続けていく。

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 44,863 43,966 67,478 43,069

一般廃棄物の削減
kg 1,632 1,518 1,632

・空調温度の適正化（冷房２１℃　暖房２０℃） 〇
・不要照明の消灯 ○

1,518
基準年度比 2020年 93% 100%

2023年
（目標）

26,000

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 44,863 43,966 67,478 43,069 42,620

基準年度比 2020年 98% 150% 96% 95%

（基準年) （目標） （目標）
評
価

基準値 2021年 2022年

1,350 1,632 1,632
20,080

0.052 0.051 0.048 0.050 0.049

水使用量 1,320 272 248

（実績）

原単位（千枚あたりのKwh） kWh/千枚

廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量

2020年 99% 91% 98%
水道水の削減

　一般廃棄物排出量

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

44,863 67,478
項　目 2019年 2020年 2021年

二酸化炭素総排出量 31,000

産業廃棄物の削減

264

19,478

環境に配慮した製品・
サービスへの取り組み

行動目標（次項による）

4S活動の推進
行動目標（次項による）

68% 0.8
269 248 267
97%

基準年度比

基準年度比

0.318 0.484

原単位目標(kwh/千枚） 〇

0

10,000

20,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

電力（kWh） 2020年 2021年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

水道水の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

4月

10月
11 10

4月
10 10

1,040 1,6801,040 1,540 780

3月

達成状況

136

136136 136136 136 136

2月 5月

6月

6月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

廃棄物の分別表示

14 36 38 40 40

7月 8月
47

11月
48

生産ラインでのロスの発生原因を抑える改良や工夫を行ったこと、
また朝礼で「品質の考え方」を日替わりで唱和する事で、不良品・ク
レームが減少していることも要因である。今後は景気が回復してき
た時でも作業手順をしっかり確立する事でロスを減らして行きた
い。

136

取組結果とその評価、次年度の取組計画

12月

3月

136 136
1月

基準年度より一般廃棄物の分別表示を解りやすくし、紙ごみを減ら
す為に裏紙をメモ等に使うようにした。またオンライン会議を増やす
ことで資料のプリントアウトを減らすように進めた結果、基準年度と
差が無かった。今後も継続して進めて行く

136 136 136 136

・分別の徹底 ○
・帳票見直しによる印刷物の削減 ○

✕

4月

1,040

12月 1月 2月

10 12 10 12 12

生産活動では水を使用していない為、水道水の増減は工場周辺の
植木への水やりが非常に大きく関わっていることがわかった。木の
成長を見ながら減らた結果である。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

940
820

11

5月

・作業ロスよる廃棄量の削減 ○

136 136 136

136 136 136 136
10月

5月

数値目標

136 136

136

・クレームによる廃棄の削減 ○

11月9月

数値目標
達成状況

〇

1,0401,7401,240 1,7401,320 1,080

11 13

12 12

1月 2月 3月 6月12月
10

7月

漏水確認（月末点検）

✕

45 46
9月

節水の啓発掲示
〇

7月 8月

〇

8月 9月 10月 11月

840 840 1,660 1,080 1,240
1,940 6,160 1,900 1,140 760

達成状況

数値目標

0

20

40

60 水道水（㎥） 2020年 2021年

0

50

100

150

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年

0

2,000

4,000

6,000

8,000
産業廃棄物（kg） 2020年 2021年
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環境に配慮した製品・サービスへの取り組み

4S活動の推進

顧客要求事項

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。外部からの環境上の苦情・要望等もありませんでした。

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

お客様よりの要望もあり、生分解性フイルムを使った商品作りにも
チャレンジしてきたが、現状商品化出来ていないが、今後もチャレ
ンジをしていきたい。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

達成状況

消防法（危険物）
フロン排出抑制法

空気圧縮機の設置

合成樹脂が使用された容器包装の製造

振動規制法

従業員　12名

空気圧縮機の設置

食品衛生法
品質管理

騒音規制法

空調機の設置

緊急事態対応の試行・訓練

自衛消防の組織・役割の確認　行動確認

2021年9月30日 本社工場

危険物の保管

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

2022年8月31日

該当する設備・項目

取組結果とその評価、次年度の取組計画
・朝礼での唱和 ○

・購入する原材料の仕様を変更し、端材な
どの削減に取り組んでいる

○

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

朝礼で品質の安定、不良品の削減を目指すために、教育訓練資料
である「品質の考え方」を日替わりで唱和することとした。また定例
会で4S活動の報告も定期的に行う事で、従業員の意識向上、不良
品削減に繋がっているので、これからも継続させる。

・4S委員会による定期開催 ○

一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出
環境関連法規制等名称

廃棄物処理法
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実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞

◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

【前回の指示への取組結果】

2022年8月31日

環境経営方針に策定した通り、まずは日常業務や身近
なものを見直し、会社全体の環境意識を高めること。

○数値目標の達成ができていない。 まずは、数値目標の達成を第一に、その方法論を従業
員全員で討論すること。

・利害関係者からの苦情・要請等
・環境上の問題点等

現段階では、変更しない。

代表者による全体の評価と見直し・指示

エコアクション21を実際運用しましたが、数値目標クリア出来ている項目、出来ていない項目がありますが、電力会社の撤退
等、予期せぬ事もありましたが、役員及び従業員の意識を改革し、日常業務のロス・クレームを減らす取組のおかげで減少して
おり、今後も努力を続けたいと思っております。現状、プラスチック製品の環境負荷の問題が取り沙汰れている昨今、真面目に
環境問題に取り組む企業こそが認められていく時代がきていると考えております。その「まじめ」な企業になるべく日々取り組ん
で行きたいと思います。

○新社屋への移転
○プラスチック製品の環境イメージ低下
○一部原材料の供給低下による納期・価格の不透明感
→値上げ圧力
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